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自然再生を成功させる秘訣
－人的資源の分析と連結－

徳島大学大学院 工学研究科

小串重治・鎌田磨人

自然再生促進法 第３条
自然再生は、健全で恵み豊かな自然が将来にわたって維持されるとともに、
生物の多様性の確保を通じて自然と共生する社会の実現を図り、あわせて、
地球環境の保全に寄与することを旨として適切に行わなければならない。

自然再生事業の対象
１．生物種と生育、生息場所
２．群集構造と種間関係
３．生態系の機能
４．生態系の繁がり
５．人と自然との持続的なかかわり

『自然再生事業指針』
（日本生態学会生態系管理専門委員会,2005）

プロジェクトリーダーのための
自然再生の秘訣

プロジェクトリーダーのための自然再生の秘訣

『多様な参加主体を持続的に連結させる』

１．行政支援依存型のプロジェクト運営は、スタート時は有効。
行政の本来の役割はプロジェクトの自立を促すこと。

２．環境資産の生態学的な価値を認識できるのは少数派。
参加主体を少数派に限定してはならない。

３．多様な参加主体の関心事、共通目標を見い出すことこそが、
プロジェクトのはじめの一歩。持続的なコミュニケーションが基本。

４．共通目標の段階的な達成・体験型のプログラムの中に、自然再生
に係わる人づくりのカリキュラムを内包すべし。

『自然再生成功の秘訣・・・・
暗中模索の日々』

四国

日本

標高約1600ｍの稜線部。
『徳島県観光案内マップ』
でススキ草地の名所
として紹介されていた。

落合峠

三好市
（旧東祖谷山）

研究対象地：徳島県三好市落合峠

1960年

落合峠の変化

2004年

ｲﾌﾞｷﾄﾗﾉｵ ﾀｶﾈｵﾄｷﾞﾘ
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環境資産に関心の低い
地域住民

地域住民

関心層の形成

環境資産の利活用上の課題・目的の相互理解

環境資産をどうしていくか？
目標検討・基本計画・合意形成

実践ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・
詳細設計

人と自然の持続的なかかわりの再生にむけた
プロセスステップ（当初案）

←生態学的視点からの情報の提供

ＮＰＯ

行政 関係団体

人と自然との
持続的なかかわり

の再生

順応管理
の実施

科学者

環境資産の
生態学的
な評価

目標の妥当性・
実現可能性評価・
リスク査定

生態学的視点からの

これまでの主な取り組み
「落合峠＝環境資産と認識」
「落合峠を生かした地域づくりに向けて課題の認識」
１．ヒアリング調査を通じた情報発信
２．自然観察会の開催
３．平家祭での調査成果発表
４．広報での通知→研究成果発表会の開催
５．地元中学校総合学習での研究成果の発表

草原復元しよう!!
の反応はなし

環境資産に関心の低い
地域住民

地域住民

関心層の形成

環境資産の利活用上の課題・目的の相互理解

環境資産をどうしていくか？
目標検討・基本計画・合意形成

実践ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・
詳細設計

←生態学的視点からの情報の提供

ＮＰＯ

行政 関係団体

人と自然との
持続的なかかわり

の再生

順応管理
の実施

科学者

環境資産の
生態学的
な評価

目標の妥当性・
実現可能性評価・
リスク査定

生態学的視点からの

×
人と自然の持続的なかかわりの再生にむけた

プロセスステップ（当初案）

『そうだ!! 先人に学ぼう』
・・・・ヒアリング行脚に出かけました。

岐阜大学流域圏科学研究センター
植生資源研究部門・植生機能研究分野

津田研究室 ホームページより

ニッポン全国火入れ地図
（2005年8月暫定版）

深入山・雲月山

：ヒアリング調査実施箇所

緩やかな連携型生業自立型 行政支援依存型

ヒアリング箇所の経済的な基盤・人的資源の分析結果

深入山 岩湧山 曽爾高原 塩塚高原 砥峰高原 雲月山 生石高原 三瓶山

公的資金援助 ● ● ●

各種企業・自然再生支援事業との連携 ● ●

各種行政事業との連携・委託 ● ●

自治会 ● ● ● ● ● ●

生業者・土地所有者・入会権や採草権保有者 ● ● ●

観光行政 ● ● ● ● ●

環境行政・生物多様性保護担当者 ● ●

博物館・教育機関 ● ●

農業・畜産業・林業行政及び関係者団体 ● ● ●

パラグライダー・ラジコン等　愛好者 ● ●

開発業者・スキー場管理者 ●

一般散策観光客

登山愛好者

大規模開発事業者

草刈り・火入れボランティア ● ● ● ● ●

草原再生に係わるＮＰＯ ● ● ●

ディープエコロジスト

草原の動植物に係わる科学者・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ ● ● ●

　環境資産の再生意義に関する情報提供 ● ● ●

　生態学的視点からみた目標の妥当性の判断 ● ● ●

　生態学的視点からみた目標達成可能性の判断 ● ● ●

市
民
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門
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多
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政
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般
利
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者

資金
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『ヒアリング箇所の分析結果紹介の前に、
我が国の草地管理に係わる
人的資源の分析事例を紹介します。』

高

環境保全・
生態学に関する
意識

草地への直接的
インパクト

低

小

かっての我が国における
草地管理・多様な価値の維持事例

人為インパクトの大きさ

（草原・里山利用） （レジャー地開発
施設開発）

（放置=荒地化）

草地景観としての価値
環境学習の場としての価値
いやし空間としての価値
生物多様性
地域コミュニティ育成

小

牧野組合
牧野行政

森林組合
林野行政

高農業組合
農政

自治会・生業者
土地保有者・
入会権保有者・
採草権保有者

経済的には自立運営

人為インパクトの大きさ

（草原・里山利用） （レジャー地開発
施設開発）

（放置=荒地化）

草地景観としての価値
環境学習の場としての価値
いやし空間としての価値
生物多様性
地域コミュニティ育成

牧野組合
牧野行政

森林組合
林野行政

高

環境保全・
生態学に関する
意識

草地への直接的
インパクト

大

低

小
農業組合
農政

我が国における草地管理放棄・荒廃事例

生業者
土地保有者・
入会権保有者・
採草権保有者

経済的には自立運営

草地管理は放棄。
草地の多面的価値喪失。小

自治会 自治会・生業者
土地保有者・
入会権保有者・
採草権保有者

牧野組合
牧野行政

森林組合
林野行政

高
環境保全・
生態学に関する
意識

草地への直接的
インパクト

大

低

小
農業組合
農政

生業自立型：深入山・岩湧山・曽爾高原

自治会・生業者
土地保有者・
入会権保有者・
採草権保有者

経済的には自立運営

人為インパクトの大きさ

（草原・里山利用） （レジャー地開発
施設開発）

（放置=荒地化）

草地景観としての価値
環境学習の場としての価値
いやし空間としての価値
生物多様性
地域コミュニティ育成

小

人為インパクトの大きさ

（草原・里山利用） （レジャー地開発
施設開発）

（放置=荒地化）

草地景観としての価値
環境学習の場としての価値
いやし空間としての価値
生物多様性
地域コミュニティ育成

小

牧野組合
牧野行政

森林組合
林野行政

高

環境保全・
生態学に関する
意識

草地への直接的
インパクト

低

小

農業組合
農政

行政支援依存型：塩塚高原・砥峰高原

生業者
土地保有者・
入会権保有者・
採草権保有者

経済的には
行政支援に依存

草地管理は放棄。
草地の多面的価値喪失。

大
草刈りボランティア
火入れボランティア

観光行政
自治会

観光行政

１．行政支援依存型のプロジェクト運営は、スタート時は有効。
行政の本来の役割はプロジェクトの自立を促すこと。

人為インパクトの大きさ

（草原・里山利用） （レジャー地開発
施設開発）

（放置=荒地化）

草地景観としての価値
環境学習の場としての価値
いやし空間としての価値
生物多様性
地域コミュニティ育成

小

ディープ
エコロジスト

一般散策客
風景を楽しむ観光客

博物館
環境学習推進担当

草原性生物の研究者
草原復元に係わる研究者

小中学校
教育機関

草刈りボランティア
火入れボランティア
障害者ボランティア

パラグライダー愛好者
ラジコン愛好者
グラススキー愛好者
マウンテンバイク愛好者

牧野組合
牧野行政

森林組合
林野行政

スキー場管理者

一般観光業者者

環境行政

高
環境保全・
生態学に関する
意識

草地への直接的
インパクト

大

低

小

登山愛好者

農業組合
農政

観光行政

緩やかな連携型：三瓶山・生石高原・雲月山

草原復元に係わるＮＰＯ
目標：草原をすばらしさを
次世代に引き継ぐ

経済的には
自立組織維持へ

２．環境資産の生態学的な価値を認識できるのは少数派。
参加主体を少数派に限定してはならない。

大規模開発
推進者

生業者
土地保有者・
入会権保有者・
採草権保有者
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参加主体の多様な価値観・共通目標の認知

環境資産に係わる多様な参加主体の
意見交換の場の設定

持
続
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

３．多様な参加主体の関心事、共通目標を見い出すことこそが、
プロジェクトのはじめの一歩。

持続的なコミュニケーションが基本。

①

ディープ
エコロジスト

一般散策客
風景を楽しむ観光客

博物館
環境学習推進担当

草原性生物の研究者
草原復元に係わる研究者

小中学校
教育機関

草刈りボランティア
火入れボランティア
障害者ボランティア

パラグライダー愛好者
ラジコン愛好者
グラススキー愛好者
マウンテンバイク愛好者

牧野組合
牧野行政

森林組合
林野行政

スキー場管理者

リゾート開発管理者

一般観光業者者

環境行政

高

環境保全・
生態学に関する
意識

草原への直接的
インパクト実践力

高

低

小

登山愛好者

農業組合
農政

観光行政

草原復元に係わるＮＰＯ
目標：草原をすばらしさを
次世代に引き継ぐ

大規模開発
推進者

生業者
土地保有者・
入会権保有者・
採草権保有者

②

環境保全に関する意識向上・理念づくりの前に
体験プログラムの実践・生態学的な効果の検証と評価

自然環境教育
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを
内包した
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ運営

参加主体の多様な価値観・共通目標の認知

環境資産に係わる多様な参加主体の
意見交換の場の設定

自然再生に係わる目標に関する合意形成

体験プログラムの実践・
生態学的な効果の検証と評価

４．共通目標の段階的な達成・体験型のプログラムの中に、自然再生
に係わる人づくりのカリキュラムを内包すべし。

生業を通じ、環境資産との持続的
なかかわりを持っていた地域住民

地域住民

科学者

ＮＰＯ

行政 関係団体

環境資産の生態学的
な評価（行政支援）

目標の妥当性・
実現可能性評価・
リスク査定

生態学的視点からの

秘訣－２：生態学的価値以外の環境資産の価値の
認知・多様な参加主体の掘り起こし

秘訣－３：多様な価値観の相互認識、
共通目標の設定、利用者－管理の原則承認

秘訣－４：体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
実践ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ効果検証

秘訣－１：公的支援による環境資産との持続的
なかかわりの活性化

自然再生の目標像
に係わる合意形成

人と自然との
持続的なかかわり

の再生

人と自然の持続的なかかわりの再生にむけた
プロセスステップ（秘訣案）

深入山 岩湧山 曽爾高原 塩塚高原 砥峰高原 雲月山 生石高原 三瓶山 落合峠

公的資金援助 ● ● ● ×

各種企業・自然再生支援事業との連携 ● ● ×

各種行政事業との連携・委託 ● ● ×

自治会 ● ● ● ● ● ● ▲

生業者・土地所有者・入会権や採草権保有者 ● ● ● ×

観光行政 ● ● ● ● ● ▲

環境行政・生物多様性保護担当者 ● ● ×

博物館・教育機関 ● ● ▲

農業・畜産業・林業行政及び関係者団体 ● ● ● ×

パラグライダー・ラジコン等　愛好者 ● ● ×

開発業者・スキー場管理者 ● ×

一般散策観光客 ▲

登山愛好者 ▲

大規模開発事業者 ×

草刈り・火入れボランティア ● ● ● ● ● ×

草原再生に係わるＮＰＯ ● ● ● ▲

ディープエコロジスト ▲

草原の動植物に係わる科学者・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ ● ● ● ●

　環境資産の再生意義に関する情報提供 ● ● ● ●

　生態学視点からみた目標の妥当性の判断 ● ● ● ●

　生態学的視点からみた目標達成可能性の判断 ● ● ● ●

資金

多
様
な
参
加
主
体

自
治

行
政

一
般
利
用
者

市
民

専
門
家

反省：研究者として独りよがり・・・・。
ｷｰﾊﾟｰｿﾝとの持続的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ････不足。

中都市を含む流域圏
の景観管理にむけて
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『多様な参加主体を持続的に連結する』

・環境資産に価値を見いだす
多様な参加主体の掘り起こし

・環境資産周辺に
多様な主体が期待する空間づくり
鴨川を美しくする会30年の歴史から学んだもの

・流域内の自然再生事業の事業実施
優先順位検討時の評価軸として
人的資源の分布・連結

・流域内の多様な主体のﾈｯﾄﾜｰｸ化

徳島県三好市落合峠

草地復元にむけて・・・

２００６年３月６日 朝日新聞（徳島県版）

環境資産・多様な参加主体の掘り起こし

バーチャル
活彩祖谷村 開村

苦節５年？スタート!!

旧東祖谷山村・落合峠の研究成果、
草原の価値等、説明して欲しい!!

御静聴ありがとうございました。御静聴ありがとうございました。


